
般講演要
第 1会場午前の部
l肥育後期における去勢豚のリジン要求量の検討(予報)

宮崎 元・ O岡本全弘(道立滝川畜試)

目的:肥育豚の日増体量は、日本飼養標準の期待糟 解体した。
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体量より高いため、同標準に示された必須アミノ酸 結果: 1、試験 1区~試験 4区の第 1制限アミノ酸

要求世(飼料中合量)では不足するととも考えられ はリジンであったが、試験 5区ではトレオニンであ

る。本試験では、高増体が期待できる肉豚を用い、 った。

肥育後期のリジン要求量について検討した。 2、試験期間中の日増体量は試験 1区866、試験 2

試験方法:供試豚は系統途中豚である滝川大ヨ一 区 1153、試験 3区960、試験 4区 1043，試験 5区 109

クシャ-30頭を用いた。 8gであり、試験 l区が低かった。飼料要求率は、同

試験区分は、飼料中のリジン含量がo. 42%飼料( 様に 4.15、 3.42、 3.47， 3.51、 3.44であり、試験 1

以後試験 1区、日本飼養標準の 70%)、 0.60%飼料 区のみが劣っていた。

(試験 2区、 100% )、 0.78%飼料(試験 3区、 130 3、屠殺解体成績においては、枝肉歩留、屠体の長

% )、 O.9 6 %飼料(試験 4区、 160%)およびし 14 さや 3分割重量割合に大きな差が無かったが、背脂

%飼料(試験 5区、 19 0 % )の 5区を設定し、飼料 肪厚では試験 1区が他の区より厚い傾向にあった。

中の TDN含量は 77%とした。試験各区には 3頭群 4、胸最長筋や脂肪の理化学性状の各測定値は試験

飼 2群を供した。試験期間は群平均 60kgから 105kg 区間に大きに差が見られなかった。

に至る期間とし、自由摂取させた。なお、試験実施 以上の結果、試験 1区のリジン含量はやや低〈、

前は豚産肉能力検定飼料を自由摂取させた。 試験 2区のそれは要求量を満足するものと考えられ

屠殺体重は各個体とも 105kg到達後とし、 1週間 た。今後も、高僧体豚のリジン要求量について検討

以内に豚産肉能力検定で定められた方法で屠殺 を続ける予定である。

2 パーズフットトレフオイルの春季の飼料成分について

。池田哲也・三田村 強・宮下昭光(北農試・草地部)

1. 目的 1 7日)まで 2週間間隔で、 1ないし 2本の隆を

最近カナダでは鼓脹症になりにくいという点な 刈り取った。分析項目は、 c p、 occ、 ocw 

どからパーズプットトレフオイル(L 0グtu s C、 乾物消化率 (in vitro法による〉粗

C 0 r n i C u 1 a t u s L. 以下 Bf と略 灰分である。

す)が注目されている、 しかし日本ではその栽培 3. 結果

がほとんど行われていないためその飼料価値につ CPは 5月上旬は、 3草種・品種とも 30%近

いて検討がなされていない。 そこで本研究では B い値を示し(B f 2 8. 5 %， A 1 f 3 O. 

fの春季における飼料成分の変動についてアルフ 8 %， R c 2 8. 1 % )、 その後低下した。 R

アルファ及び赤クローパと比較検討することを目 cは生育が進むにしたがって徐々に低下していっ

的とした。 たのに対し、 他の 2種は、 6月中旬に最低となっ

2. 材料及び実験方法 た(B f 1 1. 8 %， A 1 f 1 3. 8 % )後再び

昭和 6 3年 8月に北農試内に 3草種(B f: 品 増加する傾向を示した。 ocwcは 7 月上旬まで

種 レオ，アルフアルファ 以下 A 1 f: 品種 は、各時期共に B Fが他の 2種よりも低い値を示

リュテス，赤クローパ 以下 R c: 品種 サッポ したが、 7月中旬には、他と同レベル(B f 4 4. 

ロ)を 1プロット 7. 5 m 2 ずつ 4反覆造成した。 4%，' A 1 f 4 4. 6 %; R c 4 2. 1 % )まで

なお措種法は、 陛播で、 lプロット内に 10本の 上昇した。

陛が出来るように播種した。 分析サンプルは、 平

成元年 5月上旬より 7月中旬(5月 10日.......7月 「・突事。易局決佐みがャdd
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3 牧草の自由採食量と乾物排世量および可消化乾物摂取量の関係

石栗敏機(中央農試)

l.目的 めん羊へ牧草を自由採食させて，採食量と消化率を

調べた成績を基に，乾物摂取量と乾物排世量，可消化乾物摂取

量との関係を調べた。

2.方法 道立滝川畜産試験場で慣行的に栽培したオーチヤー

ドグラス102点，アルフアルファ 57点を用いた。

消化試験は去勢成雄めん羊 6頭を用い，朝，タ 2回，常に残

飼が l割程度でる量を生草で給与した。乾物の摂取量および排

世量は体重100Kg当たりのKg数または体重比で示した。

3.結果 乾物摂取量(X:Kg/100KgW)と可消化乾物摂取量(Y:

Kg/100KgW)の聞には，以下の関係が得られた。

オーチヤードグラス

春(1番草) Y=-O. 55+0. 90X， r=0.98 (X: 3.26-0. 82Kg) 

夏の前半 Y=-O. 45+0. 80X， r=0.97 (X: 3.35-1. 57Kg) 

夏の後半 Y=-O. 32+0. 78X， r=0.98 (X: 2.97-1. 22Kg) 

秋 Y=-O. 57+0. 93X， r=0.97 (X: 2.99-1. 45Kg) 

全体(n=102) Y=-O. 43+0. 83X， r=0.97 (X: 3.35-0. 82Kg) 

l番草

2番草

アjレフアjレフア

YニーO.58+0. 83X， r=0.92 (X: 4.06-2. 31Kg) 

Y=-O. 37+0. 74X， r=0.99 (X: 4.61-1. 93Kg) 

3番草 Y=-O. 26+0. 72X， r=0.90 (X: 3.14-2. 22Kg) 

全体(n=57) Yニー0.36+0.75X， r=0.94 (X: 4.61-1. 93Kg) 

乙れらの回帰式と，乾物摂取量と乾物排世量の一次回帰式と

は，定数項は正，回帰係数はlからの差の関係にある。

定数項は次の日に排世が予定されているくり乙されてきた消

化管内の乾物残留量，回帰係数は消化率の上限値と考えた。

乾物摂取量を逆数にして，乾物消化率との分数回帰式を求め

ると，オーチヤードグラス(n=102)消化率=83-43/乾物摂取量

アルフアルファ(n=57)消化率=76-37/乾物摂取量 の関係が得

られた。乾物消化率には消化率の上限値と消化管内残留量が関

与している。

潜在的乾物消化率(消化率の上限値)は，オーチャ ドグラ

スで春と秋が高く，アルフアルファでも春の1番草が他の番草よ

り高かった。

自由採食量(乾物Kg)の目安として乾物排世量が利用でき

オーチヤードグラスの

e自由採食量=体重x0.79/ (100-乾物消化率)

アルフアルファの

，自由採食量=体重X1. 06/ (100-乾物消化率)

4 稲ワラに対する米雄および大豆粕の補給が去勢雄育成牛における飼料の消化率と N出納に及ぼす影響

0ティン グヱイー一戸俊義・田村 忠・中辻浩喜・諸岡敏生・大久保正彦・朝日田康司 〈北大農〉

目的:稲ワラは、東南アジアにおいて、反努家畜の飼料と

して広く利用されている。しかし、養分含量が低〈噌好性

も悪いため、稲ワラの飼料価値は低い。ミャンマー〈旧称

ビルマ〉では、稲ワラとともに米躍を漕厚飼料として給与

して、役牛を飼養している。しかし、稲ワラに米樺を補給

した飼料の利用性についての研究は少ない。また、米樺の

補給のみではN供給が不足すると考えられるが、稲ワラと

米躍の飼料へのN源補給についての検討は、ほとんどなさ

れていない。

本実験は、去勢雄育成牛を用いて、稲ワラに対する米構

および大豆柏の補給が飼料の消化率と N出納に及ぼす影響

について検討した。

方法 :3頭のホルスタイン種去勢雄育成牛〈体重 133・144

kg)を供試した。連続した 3つの処理期を設定し、第 1期

では稲ワラ (RS)を自由摂取とした。第2期では、第 1期

で測定した自由摂取量の稲ワラに、日増体0.5kgに要する

代謝エネルギー量 (ARC飼養標準〉を満たすように米穫を

補給した飼料 (RSB)を給与した。 RSBの稲ワラと米離の割

合は 70:30(聞比〉であった。第3期では、さらにN要求

量を満たすように、第2期でのRSBの米樺の一部を大豆粕

で置き換えた飼料(RSBS)を給与した。飼料中の稲ワラと

米糠、大豆粕の割合は 70:17: 13 (聞比Lであった。 RS.
久SL-. //，7. 

RSB. RSBSの CP含量は 3.9.U...l吾子σ%D門、.GE含量は

15.3， 17.4. 17.1川IkgD門であった。飼料は9:00と17:00

に1日量の半量ずつを温厚飼料、稲ワラの順で給与した。

水とミネラルブロックは自由摂取とした。各処理期は14日

の予備期と 6日の本試験期からなり、消化試験と N出納試

験を行なった。

結果:1 )聞摂取量は、 RS.RSB. RSBSでそれぞれ 55.6.

79.8. 76.8 g/kgBWe・75/dであった。

2)附.0門.GE， CPの消化率は、 RS. RSB. RSBSの順に

増加する傾向にあった。特に CP消化率の増加は顕著であ

り、 RS，RSB， RSBSでそれぞれ 16.0.43.7. 64.5 %であ

った。 NDFと ADFの消化率は、 RSB.RSBSで RSより減

少する傾向にあったが、 RSBと RSBSの聞に差はなかった。

3) N蓄積量およびN摂取量に対する N蓄積量の割合は、

RS， RSB， RSBSでそれぞれー9.1.8.6. 19.1 g/dおよび

・65.0.20.4. 28.4 %であり、いずれも RS.RSB. RSBSの

順に増加する傾向にあった。
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5 離乳後子牛の乾草摂取量K影響する要因、 】 ) 

0西埜 進・森田 茂・田村祥一・菊池一郎(酪農大)

目的:乳牛の飼養管理システム作成上(rC;J:，-.いて， エント繊維含量，酸性デタージエントリグニン含量，

粗飼料摂取量の予測は養分要求量，飼料中養分含量 増休日量，人工乳摂取日量がよび体重左どの乾草

と同等の重要性を持っている・今回報告では，離 摂取日量 K対する寄与率は也会であった・乾草

乳後子牛 K必ける乾草・人工乳併用時の乾草摂取量 摂取日量は，体基でなよび埴J:iiU旦量の措~..:に~~意_(rC

K影響する要因とその推定式Kついて検討 Lた・ 多く在ったが，ムエ.AL摂取J量の増加では奄志.，.4，.;棋

方法:ホルスタイン種の離乳後子牛 12頭を毎回用 ふよ念った・との場合(rC，体重の変化が人工乳摂取

伊て，以下の試験を 2回行った.試験期間は，生後 日量必よび増体日量の変化よりも影響が大きかっ

'tO週齢より 14週齢までの 6週間で，との聞を 3期に た(標準偏回帰係数の比較ふさら(rC，上記のデー ~ 

区分した.供試乾草は，イネ科主体(チモシー・オ タより乾草摂取量の推定式を，増体日量，人工乳摂

テヤードグラス)の普通品質のもの 7種類であっ 取日量がよび体重(モデノレ式 1)と人工乳摂取日量

た.飼料給与は，乾草が自由摂取，人工乳は最高日 なよび体重(モデル式 II)から作成した.モデノレ

量を 9~ 10週齢が 2. 6 kg， 11 ~ 14週齢は 3.2kg (rC 式 Iでは乾草摂取日量の変動を約 67%，モデノレ式

11でも約 64%が説明できた.しかし，よ記モデノレ

式Kよる推定乾草摂取量は，日本飼養標準(rC;J:，-.ける

育成時の乾物量から算出した乾草摂取日量とは一 一

制限した.乾草摂取日量は，各期第 10日から第 14

日聞の平均値を用いた.重回帰分析は，乾草の成分

含量(乾物中形)，人工乳摂取日量(乾物)，増体日

量なよび体重を独立変量，乾草摂取日量(乾物)を

従属変量 K用いて行った.

致しけった く闘病~~久離梯 i
結果:乾草の粗蛋白質 ， ' 移i

含量，中性デタージエン卜繊維含量，酸性デタージ

6 混合飼料の給与法の遣いによる泌乳牛の第一胃内性状の変化

0田鎖直澄・早坂貴代史・山岸規昭〈農水省北農試〉

【目的】 乳牛の第一胃内性状は、摂取する飼料の

置や質、および方法により変化する。混合飼料給与

は分離給与に比して、第一胃内性状の変化に及ぼす

影響は少ないとされているが、給与方法によっては

大きく変化することが考えられる。そのため、混合

飼料給与における給与回数の違いが第一胃内性状の

変化におよぽす影響を把握することは、乳牛の飼養

管理上からも重要である。 【方法】 ルーメンフィ

ステルを装着した泌乳前期牛4頭を供試し、飼料は

グラスサイレージ主体の混合飼料(TDN72%、CPI5%)

を1日当り体重比で 4%量(_常砿7高給与した。 可・~

給与回数と時聞は 2回 (9:ほ弘山 4回〈ゐ。、'~
、15:30、21:30)とし、搾乳は毎日朝、夕(8:45、19:00

)行った。供試牛のうち2頭を 2回給餌、他の2頭は4

回給餌で飼養し、 2週間後に 1時間間隔で24時聞にわ

たり第一胃内符液を採取した。その後動物を反転し

て同僚に 2週間飼養し、最終日に第一胃液を採取し

た。 【結果】 第一胃内 pHは、 2回給餌において、

採食により明らかに低下し、採食開始後4-6時間後

に最低値を示し、その後漸増して採食直前に最高値

を示した。 4回給餌においても採食により低下する

傾向を示したが、日内変化幅は2回給餌時より小さ

かった。 2回および4回給餌における総VFA讃度の日

内平均値は、それぞれ 11.3::!::0.5、 12.4土1.3 m門/dl

で、 4回給餌でやや高く、各VFA濃度についても同様

の傾向を示した。 2回給餌における酢酸、酪酸、プ

ロピオン酸灘度は、}採食後 1-4時間で最高値に遣し

て、次回給餌にかけて漸減する日内変動を示し、 4

回給餌においても変化幅は小さいがほぼ同じ傾向の

変動を示した。第一胃肉アンモニア膿 N灘度は、両

給餌法で、採食により急上昇して、 1-2時間後に最

高値を示し、 4-5時間後には採食前の値に戻るとい

う明瞭な変化を示した。以上より、混合飼料 1日量

を2回および4固に等分して、等間隔で給与した場合、

いずれの場合も第一胃性状は採食により変化するが、

変化の程度は4回給餌の方が小さいことを示した。
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7 高海乳牛の泌乳前期における乾物摂取量について

O高橋 聞・菅原 婿・宮本 伸昭 (農林水産省新冠種畜牧場)

目的:乳牛の乾物摂取量は飼料設計をする際最も考慮しなしれ

ばならないことである.この健については、 NRC(1978

)、日本飼養標準 (1987)、チェイス (1984)の推定

式があるが、我が固においては高泌乳時の報告がみられない.

そこて略報告では日乳量が50kgをこえる泌乳牛について分

娩後40......50目前後の乾物摂取量、栄養充足率などを検討し

た。

方法:農林水産省新冠種畜牧場でけい養じている争沼L牛8頭に

ついて分娩後師団が50kgをこえた翌日から連続5日間乾

物摂取量を測定した。飼養体系は当牧場の慣行法に従い、粗飼

料としてコーンサイレージ、乾草を主体とし、そのほかにアル

フアルフアロールサイシージ、シュガービート、ビートパ1レプ

を給与した。混厚飼料と蛋白質サプリメントは合計で乳量の泌

を基準として最高i6kgを給与し、それぞれ1日分を4回お

よび2固に分けて与えた。乳量は毎搾乳時、乳成分率は期間中

およびその前後をとおし1園、飼料給与量，残飼量は毎回測定

した。体重は開始日と終了日に劃定した。そのほか分娩後の初

回発情日を記録した.

結果:1 )測定の開始日は分娩後35......55日目であった。

2 )期間中の日事L量 (kg)の範囲および平均値は51.0 ...... 

58.9.55.3、FCMは45.1......60. 1.51. 9 

であった。供試牛のうち管理換した1頭を除いた7頭の305

日聞の総乳量 (kg)は同じく 10470......13085.11

548、FCMは同じく 905 7......1 23 57. 1 1 07，9で

あった。 3)体重 (kg)は同じく 669......856.740で

であった。 4)乾物摂取量 (kg)は同じく 2，4.08......2 

8.52.26.37であった。体重当りの乾物摂取率(%)

3.25......3. 94. 3. 56であった。 5):本報告の乾物摂

取量の実測値の平均は、 NRC、日本飼養標準、チェイスの推

定式から推定した値よりはそれぞれ1.1.， 1.1.3.1k

g少なかった。 6)供試牛が摂取した飼料乾物中のTDNとC

Pの含有率は、平均で75.2%炉16.9%でNRCの高泌

乳時の飼料乾物中の推奨浪度を満たしていたが、 NRCのTD

NおよびCPの必要量にたいする摂取TDNおよびCPの充足

率は、 91% 88%となった。 7)分娩後の初回発情日(日

)範囲および平均は26......61.40で、 TDNとCPの充足

率が低下するほど遅延する傾向が認められた.

ち目的いうの1詳し、州、W1.

8 
泌.fL牛における乾物摂取量の推定
ー推定式の適用性ー

。坂東 憧・出岡謙太郎・・原 悟志 (道立新得畜試， ・現・道立滝川畜試)

'S: 
1 .目的，先に，泌乳牛にトウモロコシサイレージ. 但し，分続後2- 酒

乾草および濃厚飼料を組み合わせた混合飼料を自由 平均明I(kg.体重比%)=推定DHlxO.90

採食させた飼楚試肢のデータを用いて求のた乾物摂 分娩後1'-9週

取量の推定式について報告した. 平均DMI(kg，体重比X)=推定DHlxO.95

今回，トウモロコシサイレージ.乾草および漕厚 あるいは e分娩後 2-9週

飼料を混合しないで給与する粂件における推定式の DHl(kg，体重比X)=推定DMIX(0.860+0.0121 

適用性について検討したo WL) 

2. 方法，分娩後2-'20;aの泌乳牛延べ21顕のデータ HY: UFCH日量(kg)' LW: 体重 (kg)

を用いて検討した。どれらの測定期聞を 3'-4週間ご LWC: 日体重変化 (kg) WL: 分i娩後週

とに区切り，それぞれ乳量， 自体重変化，体重およ 3. 結果，分娩後2-5週における乾物摂取量(kg)の

ぴ乾物摂取量を算出した.用いた鍛定式は下記のと 実測値 (A)，推定値 (B).偏差 (A-B)の平均値士標準偏

おりであり，その適用性については泌乳のごく初期 差および・相関係数 (A':B)はそれぞれ 19.1土1.4.19.3土

(2-5週， n= 21 )とそれ以降(n= 24 )とについて検1.6，-0.2土1.8，0.264であり，乾物摂取量体重比(%

討したo 守 )では2.90土0.22，2.91土O.19，で 0.01土0.27.0.176で

DMI(kg)=0.408HY~I.030LWC+0.0150LW-l.249 あった.また，ぞれ以降では同様に 18.4土2.2，18.5 

(n=213，R2=0.806) 土1.9，-0.1土1.0，0.898および 2.86土0.28，2.86:t0 

DMI体重比(%)=0.0590附 +0.1370LWC・0.00193LW+ .20，O:t 0.15，0.854であった.

2.650 ‘ i 以上.分娩後B週以降では適用性が高いことが認の

(n=213，R:l=0.787) られた別分焼後2-5週では軍に検討する必嬰がある。

- 24 一重前五tvJvf!f~開 μz
し芳文耽¥-);/乞!??4
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9 混合飼料中の粗蛋白質含量が泌乳牛の乾物摂取量および乳量・乳成分に及ぼす影響

O原悟志・森清一・大坂郁夫・黒沢弘道・小倉紀美〈新得畜試〉

5%)と大豆柏 (CP含量51. 4%)の構成割合を変えて調 えられた。

製した。その結果、全飼料中の大豆粕の乾物構成比はCP 1 4 """'. r J宇守宮-
%区の3. 9%から CP20%区の23.ωd言論1池~1 (1)れ~\， /::;J
期の飼養期間は21日間(予備期 14 日+本期 7 日〉とし、飼〆tNðl\t'~ 100=附
料摂取量、乳量、乳組成および血液性状等を調査し，た。 1004'

結果:1)乾物摂取町、 CP14・1 6. 1 8および 20%， /"'4-%FCMti'~D 
区でそれぞれ 17. 8、 18. 5、 19. 4および 18. 5 kg 1}似 /. 

であり、有意差は認められなかったがCP18%区が多い傾向 1102i / 乳脚 ぺ戸10.":.ニニゴ
一 一，

となった。/100~ ι三??:;ン--!J!L蛋白率
2) F CM量についても有意差は認められなかったが、 CP1 / 目 " 

4・1 6・1 8および20%区でそれぞれ23. 1、24. 0、 // 98 14 16 8 0 

24. 6およV24. 1 kgであり、 CP18%区がやや多い傾 キ-; / 組蛋白質含量(別

向となった。 必¥1うふからペメι ， し fβル? 入~ _ ~_~.tl 
一 被矛めがて lげつ一一V I ff {ì._/à-~[f f 

J r2/~うやEム • 
10 ビートパルプの形態の差異が物理化学性と乳牛の晴好性並びに産乳性む及ぼす彰響 弥行万トγ

O田中勝三郎 1 有塚勉 1 佐渡谷裕朗 1 岡本明治 2 吉田則人 2 (-1 日本甜菜製糖 2 帯畜大) " "l '7$門
く目的>北海道で流通しているピ』ト1¥・Ji7・(BP) は、 テン方格法によった。飼料給与量は試験開始前の乳 "1r 

主として高温乾燥後 60kgに梱包されたもので、 これ 量、乳腕、体重より NRC(19川準じて要求量を求 % 

目的:高泌乳牛のとうも弓こしサイレージ主体混合飼料に要求

される租蛋白質含量を償討する。

方法:乾物中のCP含量4水準(1 4、 1 6、 1 8および20

%)で調製した混合飼料を用い、ホルスタイン種泌乳牛 12i!買

を3頭〈うち初産牛 1頭)づっ4群に分け、 4X4ラテン方格

により試験を実施した。混合飼料の乾物構成比は各処理とも、

濃厚飼料:とうもろこしサイレージ:切断乾草=34:44:

22とし、 CP含量は濃厚飼料中の配合飼料 (CP含量2O. 

3)乳成分中の乳脂率および乳蛋白率はCP含量の増加により

高まる傾向がみられたが、その増加割合は少なかった。

4.)血液中のBUN濃度は CP14. 1.6.18および20%

区でそれぞれ 10.7.14.7.19.5および24. 3mg 

/dlとCP含量の増加とともに有意に (PくO.01)増加し

た。総蛋白質濃度は各区とも6.9 g/dl前後で差はみられな

かった。

以上の短期の試験結果では租蛋白質含量は 18%が適当と考

タβt1f_ J:::-tウガゑμ之 ι 

1&ムcT-立場
乾物侵取量 パ

/2> 

dJ 

'
t
r寸
渦

wd-

-..J、
を水に浸積して給与しているが、重量が大きいため め、各試験飼料は要求される TDNの25%、配合飼料は

に1¥:1ト'リンク'が問題となっている。 また、 給与飼料の FCMの 1/3 となるように給与し、 不足する益分を

水分含量と乾物摂取量には相聞があるといわれてお

り、 BPの給与方法には改善が要望されている。 そこ

で、 BPの形態の差異が塑主L些主説τと乳牛の噌好性に

及ぼす影響について検討した。て

く方法>① BPは日本甜菜製繍(株)芽室製糖所で生

産されたものを供試し、 生 BP(RBP区).乾燥 BP(DBP区

) • D B Pを水で浸積したもの (WBP区)の 3区に分けた。

②物理化学性試験: RBP.DBP について、 飼料成分、

水中沈定体積及び保水性について調査し、 他の飼料

原料と比較検討した。 ③採食量試験:ホJiHイン種乾乳

牛 9頭を 3群に分げ、 ラテン方格法により調査した。

試験飼料はト10.13-15，18-6 時の 3固に分けて給与

し、各摂取量を合計して日量とした。④産乳試験:

。、
会¥

乾撃とコーンサイレシ eで補った。

く結果〉①飼料成分は RBPとDBPに差はみられなかっ

た。@展応jえは RBPが DBPよりやや高い値を示した。

また、 DBP は他の飼料原料に比して保水性、 水中沈定

体積とも高い値を示した。@採食量試験では、 乾物

摂取量 (kg/頭 /day)はRBPが 7.89と最も高<DBP4.20， 

WBP4.79 に対し有意な差 (P<0.01)がみられた。④泌

乳試験では、 各区の摂取量 (kg/顕 /day)は、 乾物 19.

0.18.9.18.9、粗蛋白 3.1，3.0，3.0、 TDN13.9.13.8.

13.8であり、 いずれも差がみられなかった.乳量

(kg/day)は 19.7.20.4.20.7、 乳脂率(%)は 3.57.3.74

.3.55、 SNF(%)は 8.73，8.64.8.64、 FCH(kg/day)は 18

.40.19.60.19.30でやや DBPが高い傾向を示した。
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11 ビートパルプのエネルギー効果について

田中勝三郎 10佐謹谷裕朗 1 岡本明治 2 吉田則人 2 (1 日本甜菜製糖 2 帯畜大)

〈目的>甜菜より砂糖を生産する際iに、 副産物とし

て得られるビートパルプ(B P )は良質な高縮維飼

料として反錫動物に広く利用されている。演者等は

泌乳試験及び肥育試験を行い、 B Pのエネルギー効

{果について検討した。

α く方法〉①泌乳試験: 配合飼料中の BPとトウモ凹
勃、、いCの)の割附合 (ωZ幻山山)沌削をれ5日1川山山.0川川0口似Zれ(BP区臥 2日5，2川25川5口%(B川
彦oN担竺ヱω含量は同一でTDN含量が異なる
f7配合飼料を製造し仏、 ホ川ルHげ例判イりン種乳牛 1げ 2頭を周いて 3
A州乱群に分』付t1期 20日のラテン方格法により泌乳試験

‘Vq〈を行つた@飼料給与量は試験開始前の乳量、 手L脂率、

体重より日本飼養標準(1987)に準じて要求量を求め、

各配合飼料を FCMの 45%給与し、 不足する養分を
~、

コーンサイレーシ. と乾草で補うように給与量を設定し、 各

飼料を 1日3固に分けて給与した。@肥育試験:平

均体重 350KG のホ)~ )̂'イン種去勢牛 20頭を BP (生パ

ルプまたはサイレサ， )と配l合飼料を給与した FBP区、

配合飼料不断給餌の FC区の 2群に分け平均 303

日間肥育し増体、 肉質について調査した.

〈結果〉①泌乳試験: 配合飼料及びコーンすイレ→' の摂

取量 (kg/day)は各区とも同量で 12.1， 14.6kgであり、

BP区，BP+C区，C区の乾草摂取量 (kg/day)は5.6，5.5，

5.8kgであった。 J 養分摂取量 (kg/day)は乾物、粗蛋

白、 Pに差はみられなかったが、 TDNは14.1，14.4，

15.0で C区が高〈、 ADFは5.15，4.45，4.42で有意に

B P 区が高かった。乳量 (kg/day) は 24.9 ， 25.1 ， 25~6、

乳脂率(%)は3.72，3.82，3.関、 SNF(%)は8.72.8.75，

8.80、 FCM(kg/day)は23.6，24.5，24.4で各試験区間

に有意な差はみられなかった。②肥育試M:.F C区、

F B P区の試験開始後252日目までの養分摂取量 (kg

/day)は乾物9.5，8.7、 粗蛋白1.2，1.2、 TDN 7.7，6.8 

であった。 DGは1.12，1.16で FBP区が高〈、摂取
0，1ユ 0，13

乾物当りの飼料効率は舟÷士十，sγt5-"であった. 肉質で
下C

は、 脂肪交雑は 1ーが官三g:::p-区 2頭、 FBP区 6頭

で、 肉色、 キメ、 シマリに差はみられなかった。

12 牛乳ホエー蛋白質中のaLa、sLg含有比率の季節による変動

0上山英一・高谷敦子(北大農)

1.目的:前回支部大会において、牛乳中のEラクトアル

ブミン (aLa)と1ラクトグロプリン (sLg)の季節ならび

に乳期による変動について報告した。季節による変動

では、 aLa，sLgとも夏季に低下し、その後sLgは、冬季

に向けて上昇したのにたいし、 aLaは低い含量で推移

するという違いが認められた。今回は、 aLa、sLgのホ

エー蛋白質中の含有比率に、季節による変動がみられ

るかどうかを調査したので結果を報告する。

2.方法:北大農学部付属農場のホルスタイン種乳牛

53頭を供試して、 1987年 6月より 1989年 9月

まで、毎月 2回供試牛個体毎に乳試料を採取した。こ

れら試料より pH調整によりカゼインを除去し.ホエー

中の全蛋白質含量と PAGEディスク法により aLaと

sLg含量を測定し、 aLaとsLgの含有比率を求めた。

3.結果:季節的な変動を月毎にデータをまとめた結

果、 aLa、sLgの含有比率とも、 11月-2月の冬季聞

に高く、その後、夏季に向けて低下し、 7月-9月に

最低となり、その後上昇する傾向が認められた。この傾

向には産乳日量の違いにより差異は認められなかっ

た。
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第 1会場午後の部

13 乳午におげる体表面温度の赤外線画像による解析

。削鴎三・森久子・大島政博・柏村文郎〈帯畜大)

目的:本研究はトザサ7ィーを利用して牛体の体表面温度変化

を解析するもので、第 1実験では環境温度の急変に伴う予

牛の体表面温度の経時的な変化を明らかにすることを目的

とし、第 2実験は泌乳牛の行動と牛体表面温度との関係を

明らかすることを目的とした。

方法:第 1 実験ではホ1~ "J..'l 1 :t種雌育成午 3 頭を用い、 "J.."-rU:t

内で飼育菅理した。環境温度は定温期は終日 23 oc、変温

期では7ー19時を 33・C、19-7時を 13・Cに設定し

た。熱画像は7時と 19時を環境温度設定後O分とし、-

1 0分、 0分、その後 20分おきに 160分まで 1日20

回記録した。

第2実験は泌乳末期のホn'l1/種牛2頭を用いた。実験牛e

は"J.."ートロン内で飼育管理し、環境温度は 23 oc一定とした。

熱画像は8時と 20時から 20分間隔で4回記録した。

結果:第 1実験:1)子午の体表面温度は体躯の後半部より

前半部が、四肢より体幹部が常に高かった。 2)体表面の

温度分布は環境温度が低くなるにつれて高低の温度幅が

抵がり、分布形状は複雑になった。 3)体表面温度は環境

温度が上昇する時、最初中心部にあった温度範囲は温度

が上昇するにつれて、体の外側に移動した。また、環境

温度が下降する時には逆の傾向がみられた。

第2実験:横臥時の牛体側面の平均体表面温度は、起立時

のものより有意に低かった(P<O.Ol)。他方、横臥時の睦

温は逆に起立時のそれよりも、有意に高かった(P<OOl)。

14 1日12時間(8:00・20:00)の時間制限放牧を行なった育成牛の採食時間

0安江健・小川貴代・諸岡敏生・近藤誠司・大久保正彦・朝日田康司 〈北大農〉

目的:演者らは 1986年より粗飼料利用性の高い乳用牛の育 ら求めた。舎内での飼料摂取量と体重の測定は毎月 2回行

成を目的として祖飼料主体によ~育成技術の確立を追究し なった。

ている。その結果、放牧を利用した育成方式において発育 結果: 1) R3. C2群における 1日1頭当りの平均採食時間、

は良好であり、 4ヵ月齢以降租飼料のみで育成する場合、 平均聞摂取量はそれぞれ5].1. 469分、 7.2.6.6kgとR3群で

放牧地草の利用が有効であることが示された〈日畜80.81. やや高かった。

82回大会、日畜道支部44回大会)。今回は既報の12時間放 2) 1日のD門摂取量は体重当りで、 C2群に比べR3群で月間

牧群(R3)の採食時聞を舎飼群(C2)を対照として比較検討し の変動が大きかった。 R3群の聞摂取量は放牧地草1.47・

た。 2.06%、乾草 0.06-0.68%であり、乾草の開摂取量は季節の

方法:供試牛群は既報の時間制限放牧群4頭(R3)と舎飼群 進行に伴って増加する傾向にあった。

5頭(C2)で、放牧期間は 1988年5月9日から 10月31日までで 3) 1日の採食時間はC2群に比べR3群で月間の変動が大き

あった。試験開始時の月齢、平均体重はR3.C2群でそれぞ かった。 R3群の採食時間は8:00・20:00の放牧地では 400分

れ11. 13ヵ月齢、 241.304kgであり、試験期間中の平均目 前後でほとんど変化がなかったが、 20:00・8:00の舎内では

増体はそれぞれ0.83.0.49切であった。放牧は8:00・20:00 29・192分と変化し、乾草の聞摂取量と同様、季節の進行に

の時間制限放牧(3日単位の輪換放牧、期待乾物(D門〉摂取 伴って増加する傾向にあった。

量7kg/d/ca I f、期待利用率50%)であった。 20:00・8:00の 4)採食時間の日内変化を 1時間毎に見ると、 R3群では放

聞は舎内で乾草を自由採食させた。 C2群においては濃厚飼 牧地において放牧開始直後と夕方に採食のピークが存在し、

料を8:00.17:00に、サイレージを 10:30に定量給与し、乾 夕方の採食のピークは季節の進行に伴って早くなった。

草は自由採食とし 10:30.20:00に補給した。試験期間中、 20:00・8:00の舎内においては放牧終了直後と放牧開始直前

毎月 1回、 3日関連続の行動観察を両群において行なった。 に採食のピークが存在し、放牧終了直後の採食のピークに

行動観察は両群とも8:00・20:00は連続観察を、 20:00・8:00 おける採食時間は季節の進行に伴って増加する傾向にあっ

の聞はヒデオで 5分間隔の観察を行なった。放牧地草の摂 た。一方、 C2群では常に給飼時に採食のピークが存在し、

取量はコドラ-~法により測定した現存草量と残存草量か 季節の進行による特定の変化は見られなかった。
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15 給与順序による乾草の採食量および採食行動の変化

0森田 茂・松岡祐哉・西埜 進(酪農大)

目的 乾草給与時の各採食期における採食量を測定

し，給与III.fi序による採食行動の変化を調べた.

方法 ホルスタイン種去勢牛8頭を用い以下の試験

を実施した.飼料には，市販のペレット状記合飼料

とイネ科主体細切2番刈乾草を用いた.処理は乾草

の給与11頂序により乾草→臨合飼料の順に給与するー前

給与区と，前給与区とは逆の11頂で飼料を給与する後

給与区の2処理区とした.飼料の給与は， 1日2自

7時30分および19時30分からとし，乾草，配合飼料と

も各40分間採食させた.試験期聞は， 1期7日間と

し，各期の最終日の飼料給与時に行動観察および各

採食期ごとの採食量記録を実施した.行動観察には，

テレビカメラとモニターテレビを用い，採食開始時

刻と終了時刻を記録し採食期の継続時間を求めた.

電子天秤上に飼槽を取り付け，飼槽を含めた総重量

を飼料給与開始時および各採食期終了時に記録し，

各採食期における採食量を求めた.

結果乾草の乾物採食量は前給与区で後給与区に比

べ多かった.採食時間も前給与区で後給与区に比べ

長かった.採食速度は，前給与区の方が後給与区に

比べ速かった.両処理区とも乾物採食量，採食時間

および採食速度は乾草給与後の経過時間に伴い低下

した.経過時間別の乾物採食量，R重野炉、よび採
食速度の処理区間の差は，給与後四~芳において

最も大きかった.各処理区における採食期を継続時

間により 4分以下の採食期(Aタイプ)と4分を超え

る採食期(Bタイプ)に分類した.Aタイプ採食期に

おける乾物採食量は，両処理問で差はみられなかっ

たが;Bタイプの乾物採食量は前給与の方が後給与

より多かった.Aタイプの採食時聞は後給与の方が

前給与に比べ長く， Bタイプの採食時聞は逆に前給

与の方が後給与より長かった.また，両処理区とも

Bタイプの採食速度はAタイプの採食速度に比べ速

かった.両タイプの採食期とも経過時間に伴い採食

速度は低下した.以上のことから，乾草を配合飼料

の前に給与することにより採食速度の速いBタイプ

の採食期が延長し，乾草の乾物採食量が多くなると

いえるー

16 育成牛の学習 :ιその動機づけ方法としての断水条件の効果について

0植竹勝治・安藤 哲・工藤吉夫・竹下、潔(北農試)

[目的]演者らは、方ペラント条件づけ(報酬学習)

を用いたホルスタイン種雌牛の聴覚検査を計画して

いるが、学習を効率的に成立させるためには、動因

を強くする条件と好適な誘因(報酬)を与えること

が大切である;そこで、動機づけの方法として断水

条件を選択した場合の適切な誘因と動因の強さにつ

いて検討を行った。

[方法]生後 3--8tJ月齢の育成牛 6頭を、朝の給

餌後、それぞれ一定時間( 0.5、 2、4、 6、 8、

10時間)の断水条件下に置き、各断水時間経過後、

5種類の水溶液(水、牛乳、梼蜜雪、 10、 2号%)を

自由に選択して飲むことができるペンに放して、 60

分聞にそれぞれについて飲んだ量と口をつけた回数

を 5分間隔で記録した。そして、 i各牛が 6日間で全

ての断水時聞を経験するようにし、それを 1組とし

て 3反復した。

[結果]断水時間毎の各水溶漉の飲量( ~ )の比較

では、水は断水時聞に応じて顕著に地加(0.73→6. 

72 )したが、牛乳は断水時間に関係なくほぼ一定(

最高 3.27)で、糖蜜はほとんど飲まれなかった。 ま

た、 口つけ回数の比較では、各断水時間とも水と牛

乳でほとんどが占められ、牛乳の方が水を若干上回

|って口をつけられた。

各断水時間毎の水分要求量の決定は、総飲水量、

総口つけ回数、総飲水量/総回数のそれぞれに飲水

開始後時間{分)を独立変数とする両対数の回帰式

をあてはめ、その 2次の導関数の値が実質的にゼロ

となるところとした。その結果求められた断水時間

毎の要求量(2 )は、 0; 5時間: 1.3--2.0、 2: 2. 

9--3.6、 4: 2.7--3.4、 6:6.7--7.4、 8: 6.4--7 

.2、 10: 8. 7 --9. 5となり、断水時聞に応じて増加し、

特に 4時聞から 6時間にかけて著しく増加した。

以上の結果、育成牛の動機づけの方法として断水

粂件は有効であり、その動因(要求)の強さから 6

時間の断水が効果的であると思われた。 また、誘因

としては水が拒適であると思われた。
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17 子牛の群檎成頭数増加にともなう空間行動の変化

0近藤誠司・中辻I告書!・諸岡敏生..関根純二郎 11.町大久保正彦 i 羽田国康司 〈北大良、 1】現鳥取大農〉

1. 目的:演者らは子牛を群飼した'場合ーの行動の 同様の観察を行って G3+1・、，G5+1・とした. さらに

変化について一連の研究を行っており、 安定した 別に対照群として、 4x 4圃のペンで 1カ月以、上飼

子牛群の空 1間行動は有意な集合性の分布を，示すの 養した子牛 4頭群(G 4 C) および 7x 7圃のベンで聞

に対し、群とした直後や 2頭群の場合、 または高 様に飼養した 6顕群(G 6 C )の観察も行った.

密度で飼養した場合はその分布はiランダム分布を 3. 結果: 1) 各群の rAを、 日畜 81回大会(1989) 

する(P r 0 C • V t h W C A P， Z: 8 1 5'-8 1 6 ，1 983 )ととを示 で示した群構成頭数および飼養面。積からの回帰式

している。本報告では子牛群に新たに個体を加え で推定すると 1.2-1.511 となるのに対し、 新たに

た場合の群の空間行動について検討したo 個体を加えた群の観測値は推定値の 1，1.-L 8倍の

2. 方法:本学附属農場の乳周種雌子牛(3 - 6 値を 4示した。 2 ) 4 x 4 皿のベ!ンでは'G1 + 1の rAが

か月齢)延べ 44頭を供試した。 4): 4 皿のベンで・個 1.92 m と最も大き iくイ G2+1，G3+1，G3+1'は 104 ・程

養していた 1頭に、 3 日毎に子牛を 1頭ずつ加え 度で差はなかった.いずれの値も G4Cより有意に高

て 2頭群 (Gl+l)、 3頭群(G 2+ 1 )および 4頭群 い値(p'< 0.0 nとなったo 3)-，7 X 7 11のベンでは
( G3 + 1 )とした。 同様に 7X 7田のベンで 1か月以 G4+1が 2;3阻と最も大きい士Aを示し、 G5+1，G5+1・は

上飼養した 4頭群(G 4 +日)に、 1頭を加え 5頭群 1.9回程度『で差はなかったo いずれの-rAもG6C、 G4 

( G4 + 1 )とし、 3日後にさらに 1頭を加え 6頭群 +0より有意に高い値(P<O.Ol) を示じたo 4 ，)新

(G5+1) としてそれぞれ観察に供した。観察は、 たに加えた個体の rAは他の個体より'大きく ・G3

新たに個体を加えた後(G 4 + 0では個体を加える 1 +，1 ' ， G 4 + 1 ， G 5 + 1 ， G 5 + 1・ではその差は有意'(P<0.05)

週間前)、斜め上方より 24時間 VTR撮膨を行い、 実 となったo 5) rA〆〈ランダム分布での期待値 rE)

験終了後コ、ンビュータと接続した TVスケールで 30 は、 G4+0，G4C， G6Cとも 0.74-0.94と集合性の分布

分毎の各個体の位置を XY座標で読み取り、 1日の を示したのに対して、新たに個体を加えた群では

平均最近接個体問距厳(r A )を算出した. その他、 1.2-1.4と分散傾向を示した。 ただし、 いずれも

G3+1、 G5+1では 4、 6頭目を加えてから 3日後に 有意ではなかった。

18 育成牛の行動形と心拍数・熟慮生量の放牧・舎飼での関係

O安藤哲， 山岸規昭? 洩野昭三(北海道農試)

1 .目的 牛では舎飼と放牧とで週動量に大きな兼が を記録して調査した.-3.結果 舎飼において求めた

あり，このため熱療生量にも差があると考えられて 心拍数と熟産生量の予"-~と屋外において求めた心拍

いる.しかし，放牧時の熟産生量についての測定は 数と熟産生量のrサをひとまとめにして得た心拍数
少ない.そこで，牛の舎飼時と放牧時の熟産生量の ( X:回/分)の熟産生量 (Y:Kca 1IKgB・75/h) に対す

遣いを.閉かにする目的で本試験を行った.心拍数 る回帰式はNo69牛がY=0.2189X・9.1103(r=0.98) No7 

と熱路牛.最とは高いEの相闘があるとされているこ O牛がY=0.1301X-1.8710(t=0.97) No71牛がY=0.1304

とを利用し，熱産生量は心拍数より推定した. また X-2.5762(r=0.94)であった.いずれも相関係数は 1%

行動形と心拍数との関係も調査した. 2.方法 供試 水盤で有意であった.この式に翻定された心拍数を

畜は， IMH作種雌(体重 280Kg~ 480Kg) の3頭を用い 代入して得られる熱産生量の推定値の範囲は， No69 

た.心拍数と熱康生量の回帰式を求めるため牛舎内 牛が舎飼で1.4.......11.9，放牧で6.2.......20.0，No70牛が6.

で牛に臨合飼料と乾草を採食させ，採食前，採食中， 8~10.1 ， 5.7~11.8 ， No71牛が 6.7......10.1 ， 6.9......15.5 で

採食後に呼気γ1と心拍数を同時に澗定した.また屋 あった.舎飼と放牧とでの心拍数を行動賂別に検討

外の放牧A・ドリで牛の歩行，採食，休息を含めて同 • すると， No69牛， No71牛ではいずれの行動形において

様に呼気jf'Aと心拍教を測定した.呼気 jf'Aは呼気口 も放牧の方が舎飼よりも大きく，また， 3碩共放牧時

9とドrラA}¥"リ"を用いて採気し呼気量，酸素消費量， の移動.採食においては，他の行動形よりも心拍数

二酸化炭素康生量より計算して熱産生量を求めた.， が大きい傾向をしめした. この ζ とは放牧では，採

心拍数はテM寸ーによるトB誘準による心電図より計翻 食行動や移動行動により，熱量生量が増加している

した.また，行動形と心拍数との関僚は，舎飼時， ことを示していあと考えられた.

放牧時共に5分間隔で心拍数を記録し，同時に行動形
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第 2会場午前の部

19 根釧農試繋養牛の 25年間における淘汰要因の解析

0西村和行・花田正明・峰崎康裕・遠谷良樹・杉本亘之(根釧農試)

目的:種雄牛の遺伝的能力が今年度より全国的規模で、

評価・公表されたことから、乳牛改良に対する期待が高

まっている。一方、離牛側ではまだ年齢・疾病その他の

管理上の理由による淘汰が頻発し、遺伝的能力に基づい

た淘汰が多くはない状況にある。そこで、根釧農試にお

ける過去の雌牛の淘汰年齢に関与する形質を調査し、産

乳能力と牛群残留能力の改良傾向を検討した。

方法:調査対象牛は、根釧農試で昭和35年から 59年ま

で繋養された200頭の雌牛について、産乳量の遺伝的能力

をEverettら(1977)のBLUPによる牛群内雌牛評価値(雌牛

の育種価の1/2:ETA) として求めた。種雄牛の情報は、

MGSモヂ J~ (平成元年度公表分)による評価値を用い、産乳

情報は、年齢と分娩月に対して成牛換算補正されたもの

を用いた。淘汰直前の産次で、泌乳日数が240日以上を巌

終産次とした。

結果:根釧農試における5年毎の初産乳量推移は、ほぽ

順調に増大してきた(4，992同→5，973kg)。しかし、最

終産次の乳量は、昭和50年代以降ややのび悩みが見られ

た (4~951kg→ 5 ， 676kg) 。このことは、泌乳日数とも関

連があり、初産次搾乳日数は300日から 288日であったが、

最終産次は、 290日から 277日とやや最終産次の泌乳持続

性が低かったことによる理由と思われた。また、淘汰さ

れる平均産次は5.5産から 2.4産と早くなり、初産次また

は2産‘次での淘汰が多くなる傾向を示した。このことか

ら、乳量の増加は、遺伝的能力の向上以外の要閃が大き

く関与したものと推察された。なお、このことは、乳量

のETAが向上していないことからもうかがわれた。

一方、乳成分量のETAは昭和52年以降のデサのみではあ

るが、その後における遺伝的改良が進んでいることを示

した (ETAFat:l0.8kg→14.8kg、ETAsNF:26.5kg→31.6kg)。

淘汰月齢と初産乳量聞における相聞はかなり低い値で

あったが、最終産次乳量とはやや高い相聞を示した。乳

成分量が取り込まれた場合も、初産次より最終産次の場

合が淘汰月齢との相聞が高かった。このことは、平均産

次が低いにもかかわらず、初産次の産乳能力による淘汰

ではなく、最終産次の乳量および乳成分量が淘汰要肉に

l 大きく係わっていたと推察された(産乳能力以外の形質

による淘汰によると思われる)。また、年齢・分娩月に

対する成牛補正済み乳量のETAとの係わりは、極めて低い

ものであった。しかしながら、昭和50年以降は、乳量お

よび乳成分量のETAと淘汰月齢との係わりが高くなった。

このことは、根釧農試雌牛群の淘汰要閃に、遺伝的能力

が考慮され始めたことを示唆すると思われた。

20 乳牛集団における選抜種畜に由来する遺伝子の伝達様相

0寺脇良倍・小野 斉 (帯畜大)

【目的】乳用種雄牛の遺伝的評価に関する研究は数

多く行なわれ、わが国においては全国規模で種雄牛

評価成績が公表されている。遺伝的能力の高い個体

を選抜し、これを繁殖に供用し、集団の遺伝的改良

に効率よく結びつけるには、遺伝子が集団内に拡が

る過程を予測することが重要であると考える。そこ

で、単純な乳牛集団を想定し、各選抜種畜の遺伝子

が集団内に伝達される時間的経過とその比率を伝達

径路毎に予測した。 【方法】想定した集団は、各個

体が産乳記録を有する検定群と記録をもたない非検

定群から櫛成される。検定群の種雄候補牛と更新若

雌牛は検定群内で生産される。非検定群内には種雄

牛は存在せず、更新若雌牛は非検定群雄牛と検定群

内の種雄牛との交配で生産される。検定済み種雄牛

はi次世代生産のために 60ヶ月齢から 5年間供用さ

れる。選抜は、検定群の若雄、若雌の父、母牛(4 

経路)と非検定群若雌の父牛の合計 5径路で行なう。

集団内に遺伝子が拡がる過程は、 gene flow法(

Brascamp:1978) を用いて、各群・性の O才個体に

占める選抜種畜の遺伝子剖合で示した。さらに、選

抜種畜の遺伝的慣越差を 100単位として、毎年選抜

が行なわれた場合の期待改良量を sG(J.M.Rendel 

and A.Robertson:1950) の累積量と比較した。なお、

時間経過は、選抜種畜の誕生年を 0年とした。

【結果】検定群種雄牛の遺伝子は 6年目に検定群 O

才雄牛に伝達され、その比率は 10:年目に最高となっ

た(約 13.5%)。 その後、比率は大きく上下動を繰

り返しながら収束値(8.3%) に近づいた。一方、検

定群選抜雌牛の遺伝子は 2年目に検定群 O才雄牛に

伝達さ Iれ、その比率は約 13.0% で最高値であった。

検定群選抜雌牛の遺伝子は、 8年目で非検定群 O才

雌牛に伝達され、 その比率は約 0.24%であっ免。そ

の後、比率は徐々に高くなるが、収束値に逮するに

はかなりの期聞が必要であった。選抜が毎年行なわ

れた場合の期待改良量は、 sGの累積量より小さか

った。特に、検定群雌牛の選抜による非検定群 0才

雌牛の期待改良量は、 sGの累積量より 10年目では

約 60単位、20年目では約 85単位、 30年目では約 100単

位小さかった。検定群種雄牛から生殖を通して直接

非検定群 0才雌牛に伝達される期待改良量は、 6年

目から現れるが、 10年後に最高となり、その後減少

した。
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21 北海道における ET利用と乳量、改良速度

0富樫研治， C • Y.L i n ，横内園生(農水省北農試)

北海道の乳牛 J集団を掴定:し， ET利用にお Uて，雄
牛の後代検定を基礎とし，子牛生産を ETのみなら
ずA 1との併用 1とし，レゼピアントの確保は改良を
進める検定牛群か邑得るとしてJ種々の条件が ET 
利用・の乳量改良速度に及ぼす影響を検討した。 尚，
設定した条件は，次の通りである。受胎率 (50，60，
70，80%) ，ドナー当たり生産子牛数 (4，8，12頭)pト
oven sireの年間精液本数 (3，10万本) ，ドナー選抜

法〈無作為，上位選抜).， young si re交配率(10，50 
%)およびyoun'g si re当たりの娘牛数(2"0，50頭〉。
[育種システム概要] cow集団 ;40万頭〈検定率 60
%) ，雌牛選抜;初産検定}ドナーは，検定後 1年供与と
した。ドナー以外の選抜された雌は 5産まで供与，レ
セピアントの対象;育成・初産雌;，young s i re生産;検
定選抜牛 (youngsi re牛産用〉の検定後，5産までの

A 1を通しての生産としドナーを通しての生産，e1-
ite si re数; 5頭，provensire (elite sire) 供与
牛数;2年， 1頭の youngsire生産に要する子牛頭数;4 

頭， 1頭のl雌への交聞に』要すl 与5精液本数;1..6本，非検
定牛群の支酎雄 ;el.itesireを除いた pr p ve n s. i r e ， 
乳量遺伝率;0.25，乳量変動係数;0.2および初産乳量
1平均値 ;5400(kg) 

[結果l. . E Tの受胎率増加に、伴う乳量改良速度の
増加は，ドナー当たり生産子牛数が大きいほど著し
白かった。ドナー選抜法は選抜対象上位群をドナーと

する方が無作為にドナーとするよりも改良速度が大
きかった。young sire交面率およびその 1頭当たりの
娘牛数'を多くi ずることにより改良速度は上がるが，
娘牛数20，交阻率O.1でドナーを上位選抜した場合の
改良速度の AIに対する増加率 (ET受胎率50%)
は，ドナー当た Iり生産子牛数 4，8，12頭，それぞれ 6，1 O~ 
，1，3%であっ司た。尚，同様な条件での.単一位牛群のそれは，
，4，8，12頭，それぞれ， 15，，57，77%の増加を示した。また

精液本数の増加は， E TのA1に対すペる乳量改良速
い度の増加には}大きく影響しなかった。

22 中核育種群と実用家畜群との遺伝的差の検討
0ギラオ， M.M.，清水 弘，上田純治(北大農)

[目的]我が国で実施されている肉用牛群改良基地

育成事業では、優良雌牛群(開放型中核育種牛群)で

種雄候補牛が生産され、一般雌牛群(実用牛群)から

中核育種牛群への編入比率は50%に計画されている。

最適な編入率は群聞の能力差及び一般雌牛群の能力

検定率をも考慮する必要がある。本研究では、中核

育種群の雌牛は初年度に一般雌牛群より選抜したと

仮定し、その時の能力差と編入率の差異による群聞

の能力差の推移を予翻し、一般雌牛の能力検定率に

ついても考察した。[方法}集団は中核育種群、鎖

殖雌牛群、肥育牛群のg牛群で構成し、前2群の 3

才以上の雌牛を1.2万と50万頭とした。毎年400頭の

種雄候補牛を生産し直接検定と間接検定(産肉能力、

娘牛の鱗殖能力)により、 40頭の種雄牛を選抜し、

中核育種群雌牛の交配には上位20頭を供用する。雌

牛は初産離乳時までの成績で選抜する。選抜種畜の

遺伝的優越差を選抜強度とした。各群の能力はその

年に生まれた子牛の期待改良量で評価し、毎年同じ

選抜を操り返したときの40年後までの改良量を予測

した。 m中核育種抽出当初の選抜比率は、1.2万/5万、

1.2万/2.5万、ランダム抽出(検定率10%、5%、0%)、

編入率はO、25、50、75耳、鱗殖雌牛更新牛の選抜、

無選抜とさらに種雄牛の後代検定として産肉能力の

みと鎖殖能力検定をも含めたときのすべての組み合

わせ計48のケースについて、両群の能力差を比較し

た。 【結果] (1)編入率が大きくなるにつれて、両

群の改良量の差も大きくなる。とれは育種群内での'

更新雌牛数が小さくなり、より強い選抜が可能にな

るととに因る。 (2)中核育種群の初年度選抜比率を

小さくすると(検定率が大きく選按強度が高まる)、

両群の改良効果は大きくなり群聞の早期の能力差は

大きいが30年以降では差がなくなる。

-'-31一'
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弘，ギラオ.H.M.，上田純治(北大農)

【結果]

(1)初年度の中核育種群選出の際、繁殖雌牛群から

ランダムに選出したときに比較して、ー 5万頭の検定

牛(検定率10%)から選抜(1.2万頭)することによ

り、 20，40年の改良量は21-52，9-23%高まる。また、

産肉能力より産子能力でより高まる傾向があった。

(2)編入率の差遣は20年後までの改良量に対して両

項目とも殆ど差を示さないが、 40年後の改良量に対

しては、編入率を高めるにつれて、高くなる傾向が

有り、 0%から75%に高めるととにより 3-16%高

くなった。その増加比率は鱗殖雌牛更新牛を選抜す

るときより高くなる。

0清水

【目的】我が国の肉用牛種雄候補牛は特定の雌牛

(優良雌牛)の計画交配によって生産されてる。こ

の優良雌牛の選出及び、その後、毎年の一般雌牛

(鱗殖雌牛群)から選抜されて優良雌牛(中核育種

群)に編入される割合(編入率)が改良効果に影響

すると考えられる。実現可能な編入率は群聞の能力

差と鱗殖雌牛の能力検定率とも関わりを持っととか

ら、この点に関して前演題で報告した。本研究では、

両群の雌牛の各産次で発現する繁殖能力(産子能力)

と肥育牛で発現する能力(産肉能力)の改良効果に

及ぼす、初年度中核育種群の選抜比率とその後の編

入率の差遣の影響を前演題と同一モデルで検討した。

【方法】集団構成、検定及び選抜方法、交配等基本

的方法は前演題と同一である。選抜効果は前述の産

子能力と産肉能力の 2項目とし、相対的効果を比較

するため、各径路で選抜された種畜の遺伝的優越差

として選披強度を用いた。

滝川畜試におけるサフォーク種集団の近交係数の推移

(滝川畜試)
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0仮屋嘉由・角川1専哉・那須徳治(農水省北農試〉

体外受精は肉用素牛の増産技術、特に多子生産にお 黒毛和種であり、分娩直後の子牛の体重は念双子が

いて有力な技術である。 しかしながら、多胎妊娠を 4 6. 5.k.gと 2，2k g.1!，、 同腹であってもかなり

安定的に維持することは難しく、かなりの頻度で涜 の体重差がみられた。 1また、 ♀単子は 36 k gで標

早死産が発生することが言われている。演者らは、 準的な体重であった。単子分娩例は自然分娩であり、

体外受精卵移植により妊娠させた受卵牛の妊娠なら 後産は分娩後 3時間で排出され、。産後の回復も順調

びに分娩経過を観察した。 であった。

方法と結果:ホルスタイン種雌牛 7頭に対しτ家畜 これに対して、双子分娩例はやや早産傾向にあっ

改良事業団提供の体外受精卵を左右の子宮角に 1個 たが、分i娩予知は乳房の腫脹や発赤等の外部徴候か

ずつ、計 2個移植した。その'結果、 6頭が妊娠した ら十分可能であった。分娩は産道近くにいた小さい

が、妊娠 90日前後に 2頭、 200日前後に 2頭が 方の胎子の胎膜が先に自然破水した結果、大きい胎

流産した。流産例は妊娠 193日に発生した 35 k 子を入れた未破水の胎膜の圧力に押されて、蓋をさ

gの念単子の水腫胎、 また 206日には 14 k gと れた状態になって娩出できず、助産を必要とした。

1 1 k gの念念の双子が涜産した。胎子の体色の変 母牛は後産が停滞し、 3日後に用手創離を行なった

化から、後者では小さい方の胎子が先に死亡したた が、完全には除去できず、結果的には子宮内膜炎に

め、 2頭とも、 流産に至ったものと思われた。 なり、治癒するまで 3週間以上を要した。

分娩まで到達したのは結果的に 2頭であり、妊娠 今後は多胎妊娠において胎子の成長速度の差が涜

期間 272日でき合の双子を、 また 293日目に♀ 早死産に関与している可能性があり、 そのために胎

の単子の合計 3頭を分娩した。子牛の品種は外見上、 子の成育状況を把握する手法の開発が必要である。

26 受卯牛の発情時血液成分値と受胎の関係

0陰山聡ー・山本裕介・南橋 昭・芦野正城・八鍬隆司・伊東季春・工藤卓二(新得畜試)

目的:受精卵移植における受卵牛の選択は、受胎

率に影響を及ぽす重要な要因の一つであるが、直腸

検査あるいは超音波診断による移植時の卵巣所見を

主体としており、プロジェステロンなどの血液成分

値を加えた報告は少ない。そこで我々は受卵牛の選

択基準の作成を目的として、発情時の血液成分値と

受胎との関係を多変量解析を用いて検討したので報

告する。

方法:受卵牛には当場で繋養している21頭を供試

し、新鮮卵または凍結卵を片側または両側の子宮角

へ2卵移植した。移植期間は1988年]2月-1989年3月
であり、妊娠及び双子の鑑定は超音波診断によった。

採血は移植前の発情日に受卵牛の尾動脈あるいは尾

静脈より行い、直ちに血清を分離し測定まで -20.C

に凍結保存した。 GOT、LDH、尿素窒素、血糖、総コ

レステロール、中性脂肪、血清蛋白、蛋白分画(Alb、

α、 β、 r)、NEFA、ヘモグロビン、 βーカロチン、
プロジェステロンの計 15項目について測定した。

これらの測定結果をパーソナルコンビュータ用の多

変量解析システムJUSE-QCAS/MA1(数量化理論 H類)

によって分析した。

結果:延べ 25頭に移植を行い、 9頭で受胎が確

認され、そのうち 4頭が双胎であった。各項目毎で

は受胎牛 9頭と不受胎牛 16頭の聞に有意差は認め

られなかった。数量化理論 H類による分析の結果、

一般的判定法では、総コレステロール、 βーグロプ

リン、ヘモグロビン、 βーカロチンを除く 11項目を

変数として用いた場合に適中率92.0%(23125)で受

胎牛と不雪崎牛とに判定され、 Jack-Knife法(JK法)

礼砲事足血清蛋白、 r ーグロプリン、~
プロジェステロンの5項目を変数として用いた場合/

に適中率80.0%(20125)で同様に判定された。また、

受胎した 9頭について分析した結果、一般的判定法、

JK法のいずれにおいて凶:w、尿案窒索、総λヨーレーステ

Pニノレ、 r~ニタ二P_";t__I) ンの 4 項目を変数として用い

た場合に適中率100%(9/9)で単胎と双胎とに判定
された。

以上のことから、移植前の発情日に採取した受卵

牛の血液成分値の多変量解析により、事前に受胎の

成否を予測できる可能性が示唆された。今後は測定



27 肉専用種子牛の初乳免疫に関する調査 4.子牛血清中TPに対する種雄牛の影響

0藤川 朗・宝寄山裕直・・田村千秋・裏町悦次 (新得畜試，・現滝川畜試)

[目的]子牛損耗率は鱗殖経営の収益性を規定する重

要な要因であり、発育初期の疾病による損耗の防止が

強〈望まれている.自然晴乳が一般的である肉専用種

においては、疾病に対する抵抗因子として特に初乳免

疫が重要である。演者らは子牛の初乳免疫に関する一

連の調査を行っているが、今回は子牛血清中の総蛋白

質濃度(TP)に対する種雄牛の影響を検討した。

[方法]新得畜試において1987年ー1989年(1月ー5月)に

出生した肉専用種子牛614頭(アバディーンアンガス285

頭、ヘレフォード259頭、黒毛和種70頭)を調査対象牛

とした。母牛と子牛は開放式牛舎内において分娩後8

日間同居させた。子牛の血液は出生2日後に採取し、

血清分離後屈折計により TPを測定した。子牛血清中

TPに対する変動要因として、出生年次、出生月、品

種、品種内種雄牛、性、母牛年齢、品種×出生年次、

品種×母牛年齢、および生時体重に対する 1次と 2次

の回婦を取り上げ最小ニ乗分散分析を行った.品種内

種雄牛は変量効果とし他の要因は全て母数効果として

扱った。プログラムはLSMLMW(1985)を用いた。

[結果]出生年次、品種、母牛年齢、および生時体重

に対する 1次と 2次の回帰の効果は有意であったが、

出生月、'品種内種雄牛、性、品種X出生年次、および

品種×母牛年齢の効果は有意ではなかった。 1987年生

れの子牛のTPは6.3g/週、 1988年生れが5.7g/週、 19

89年生れが5.9g/dQであり、 1988年生れが最も低かっ

た。 アンガス子牛のTPは6.1g/週、ヘレフォードが

5.6g/dQ、黒毛和種が6.1g/dQであり、ヘレフォードが

他の2品種より低かった。母牛年齢が4歳の子牛のT

Pは最も高く 6.3g/dQであった。 2，3歳と 11歳以上

の母牛の子牛は6.0-6.1g/dQであり、 7-10歳は5.6-

5.7g/dQと低かった。生時体重に対する 1次と 2次の

回帰係数はそれぞれ0.020，-0.001と推定された。子牛

血清申TP ~こ対する種雄牛の影響は認められなかった。

また、全ての出生年次においてヘレフォード子牛のT

Pが他品種より低く、特に母牛が2歳と 7議以上であ

るヘレフォード子牛のTPが低いととが認められた。

28 アルコールの投与が長距離輸送時における肉専用種育成牛の血液性状に及ぽす影響

0西邑隆徳・小川進・森本達美・森清一・佐藤韓・斎藤棚・裏悦次・川崎貯・住吉JDX-'石田亨・
(新辱畜試制捜試)

[目的]肥青葉牛の集荷にあたっては遠隔地からの輸送 [結果]投与区の血中アルコール濃度は投与 1時間後で

を余儀なくされる場合がある。トラックによる長距離輸 は1.11昭1m!，投与7時間後の天北農試到着時には0.62

送は輸送途中の事故，家畜の消耗などの問題点があり， 略Im1であったが，翌朝にはomg/m1となった。アルコー
輸送ストレスに対する予防対策の確立が望まれ.ている。 ル投与後，歩様の乱れや興奮等はみられず，また，輸送

今回，育成去勢牛が新得畜試から約340km離れた天北農 直後も外観上の異常はみられなかった。輸送中の体重減

試に輸送されることになったので，この機会を利用して 少量は，投与区が16.0kg，対照区が16.6kgでそれぞれ5.12

トラックによる長距離輸送が育成去勢牛の血液性状に及 %， 5.26%の減少度合で両区にほとんど差がなかったが，

ぽす影響，ならぴ日北えよ土地歩容こついて若干の 到着時から翌朝までの体重の回復は対照区の5.2kg(1.74

検討を行ったo ft必¥ %)に対して投与区は8.2kg(2市)と若干大きい傾向に

[方法]平均月齢13か月齢，平均体重3171<gの育成去勢 あった。輸送後の体温上昇は対照区が0.5
0

Cであったの

牛(へレフォード)10頭を 2群に分け， 95%エチルアル に対し7て投与区は0.8
0

Cとやや高かった。血球および血

コールを体重 1kg当り 1.5m1投与する群(投与区)と無 清成分で輸送中上昇が見られたものは，白血球数，へマ

投与の群(対照区)とを設定した。アルコールの投与は トクリット値，尿素態窒素，血糖，総蛋白質，アルブミ

トラック積載1時間前に経鼻カテーテルによって行った ン，総コレステロール，遊離コレステロール， GOT， 

。アルコール投与 1時間後に体重測定と採血を行った後 LDH， CPKで，低下したのは無機リンであった。ま

，トラックに積載し，午前9時に新得畜試を出発し，途 た，白血球数，へマトクリット値，血糖および LDHで

中休憩することなく午後3時に天北農試に到着した。到 は，対照区に比べてアルコール投与区の変動が小きかっ

着直後および翌朝に体重測定と採血を行った。血球成分 た。

は採血当日測定し，血清は測定まで凍結保存した。
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29 搾乳装置の循環洗浄条件が装置の衛生状態に及ぼす影響と搾乳直前殺菌処理の効果

0高橋雅信、塚本 達、扇 勉、上村俊一〈根釧農試〉

1目的 パイプライン搾乳装置の「温湯・アルカ I}・ リ洗剤溝度が 0.1%ではゆすぎ液中の中温細菌数が

酸・循環洗浄方式」におけるアルカリ洗剤濃度‘洗 6，500/ml程度に上昇し洗浄状態は不良となった。

浄工程水温及び搾乳直前の殺菌処理が、搾乳装置の 一方、洗浄工程排水温が320C程度と低い場合は、ア

衛生状態に及ぼす影響を検討した。 ルカリ洗剤濃度が基準の 0.5%，であっても装置の衛

2方法 試験は、加温した生乳を 1日2回各40分間 生状態は悪化し、ゆすぎ液中の中温細菌数が15，000

間欠循環するパイプライン搾乳装置(配管長47m) /ml以上に増加した。

で行った。処理は、アルカリ洗剤濃度 (0.5、0.3、 搾乳直前殺菌処理の効果はそれほど顕著でなく、

0.1 %)と洗滞工程水温(洗浄工程排水温30、400C) 搾乳装置の衛生状態が不良なほど殺菌後の細菌数の

とし、二つの要因を組み合わせた洗浄処理をそれぞ 残存率が高まる傾向がみられた。殺菌処理の効果を

れ 2......3週間実施した。その問、洗浄後15時間放置 ゆすぎ液中の中温細菌の減少の程度でみると、衛生

した後の装置の衛生状態を、ゆすぎ落とし法により 状態の良い場合では10分の 1から 5分の 1、不良な

殺菌処理前に調査した。また、定期的に行った殺菌 場合では 2分の 1程度であった。

後調査の結果と近接する殺菌前調査の結果を比較す 4結論 アルカリ洗剤濃度とともに、洗浄工程の水

ることで、搾乳直前殺菌処理の効果を検討した。 温が搾乳装置の衛生状態に極めて大きな影響を及ぼ

3結果 洗浄工程排水温が410C程度ではアルカリ洗 すことが明らかとなった。4 また、搾乳直前殺菌処理

剤濃度が0.5及び0.3%のいずれの場合でも、殺菌処 の効果は、装置の衛生状態が悪化している場合には

理前の装置の衛生状態はゆすぎ液中の中温細菌数が あまり期待できないことが明らかとなった。

3、000/m 1以下の良好な状態に保たれたが、アルカ

30 常乳保存中Kおける酪酷菌添加の影響

0加藤 康・加藤 勲・菊池政sIJ'(酪農大)

L旦旦:脱脂 1[山内併に "Uます陪酸菌の影響を調べ 3.結果:脱脂乳中では. 10種の有機酸が認められ.

るため IC.脱脂礼:~. M 附 [ilj会添加して保存し，その その中でも特 K. 酪酸菌を添加した A区と，脱指乳

結果生じる各種有機齢量.ぬぴ酪殴菌数，乳酸菌数 のみの B区を比較するとィオロチン酸とクエン酸量

その他の細菌数の変化を追究 Lた. は，始め低く 24時間後 K最高値になり，その後減少

L五益・本学付属農場より採取した新鮮乳を脱脂し するという傾向を示した.酪酸量は，顕著な増加が

得られた脱脂乳 150m1を基質として，酪酸菌を 3.5x 認められなかった.また，ピルビン酸量では B区が

10'個添加したものを A区，脱脂乳のみを B区，オ . 30時間後 K急憎したが A区. c区は変化が無かっ

ートクレーブで滅菌した脱脂乳に酪酸菌を 3.5x 10' た.乳酸量は. A区が B区を若干上回った.乳酸菌

個添加したもi のを対象区 C区として. 25
0

Cの恒温槽 数は. A区の方が B区と比較して多かった.一般細

中で保存した.各種有機酸量の変化は. 6時間ごと 菌数では. B区が A区を上回った.黄色ブドウ状菌

Kサンプリングを行い.高速液体クロマトグラフィ 数は. A区 B区ともに同程度であった.大腸菌群数

にて測定した乳酸菌数の測定 K は. BCP加プレー は，酪酸菌を添加した A区では 96時間以降激減傾向

トカウント培地. TYG寒天培地，ブリックス寒天培 を示したのに対して. B区では，徐々 K増加した

地を用いた.一般細菌数は.標準寒天培地を用いた 酪酸菌数は. A区のほうが C区より少なかった.

黄色ブドウ状球菌数は，マンニット食塩培地を，

大腸菌群数は. BGLB液体培地 MPN法をそれぞれ用い

た.サンプリングは. 24時間毎に行い.培養条件は

全培地350C.48時間とした.
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第 2会場午後の部

31 チモシー型草地におげるアバディーン・アンガス去勢牛の増体量とその肥育成績について

。宮下昭光・池田哲也・三田村 強(北農試)鈴木 昇(鈴木牧場)

1. 目的 3. 結果

牛肉の消費形態が多様化しているなかで、 今後、 1 )放牧期間中の平均増大量 13 0 k'g、 平均日

良質赤肉の需要が増加するものと思われる。 これ 増体量 (DG)-0.8kgであり、 既往の放牧

らの需要に対応するためには放牧を組み入れた粗 試験結果 (0.5kg) より高い数値が得られ

飼料多給型の肥育飼養方式を確立する必要がある。 た。

本研究は放牧によって高増体の肥育素牛を生産し、 2 ) 1 0月下旬から 3月下旬までの粗鋼料多給に

さらに粗飼料、を多給した肥育を行った後、 それら よる肥育期聞における平均増体量は 10 5 k g、

の枝肉について調査し、 上記システムを確立する DG  O. .7kgであった。 しかしこの期間中

ための基礎資料を得ょうとした。 の D G は、 導入した供試牛によって個体差が大

2. 方法 . • きく、 十勝種畜牧場牛群の D Gが O. 79  kg  

アバディーン・アンガス去勢牛 24顕をチモシー であったのに対して、 民間牛群の DGは O. 6 

慢占草地に 5月上旬から 10月上旬まで濃厚飼料 3 k g と低かった。 3月下旬から 7月下旬まで

無給与で短期輪換放牧を行った(放牧開始時平均 の平均増体量は.145 k g、 D Gは1. 2 k g 

月齢 6ヶ月、平均体重 186kg)。その後トウ であった。

モロコシサイレージを主体とした粗飼料多給によ 3 ).枝肉の平均格付は B 3 ..，_， 2、 肥育終了時体重

る肥育を 3月下旬まで行った後、 出荷体重 650

kgを目標に濃厚伺料多給型飼養を行った。

6 3 0 k g、 枝肉 3 6 1 k g 歩留 57 %、 脂

肪交雑 o+であった。

32 

アバディーンアンガスおよびへレフォード l維牛の体型各部位測定値による体重の推定

。宝寄山裕直串・田村千秋・藤川朗・裏悦次 (新得畜試、*滝川畜試)

[目的]体型各部位の測定値から簡易に体重を推定 ヘレフォードが生時， 1，8，9，18，21か月齢時で、胸囲

するために、体重，と体型各部位測定値との相互の関 であった。重回帰式に取り入れられた説明変数の数

連性を検討し、体重推定式を求めた。 は 3~ 8個であった。その寄与率と標準誤差は、生

[方法]北海道立新得畜産試験場において、 1985年 時でアンガスが 80%、 2.01kg、ヘレフォードが 87%

から 1987年に生産、飼養されたアバディーンアンガ 、1.92kg、 6か月齢時でアンガスが 88%、 8.66kg

ス雌牛 183頭、ヘレフォード l峰牛 159頭の生時， 1，3，6 、へレフォードが 93%、 7.36kg，12か月齢時でア

，9，12，15，18，21か月齢時の体型各部位の測定値を用 ンガスが 81%、 12.40kg、ヘレフォードが 84% 13.0 

いた。測定項目は、体重、体高、十字部高、体長、 4同であった。これは、全てを説明変数として取り

胸囲、胸深、胸帳、尻長、腰角幡、かん幡、座骨幡 入れられた場合と比較して、ほとんど差の無いもの

とした。体重を目的変数、体型各部位測定値を説明 であった。胸囲のみを説明変数とした直線回帰分析

変数として、変数選択型の一つである変数増減法に では、寄与率が 50~84% であった。 6 か月齢時の直

よる重回帰分析を品種、月齢ごとに行い、体重の変 線回帰分析では、次の式が得られた。

動が体型各部位の測定値によりどの程度説明できる アンガス:

かを検討した。また、説明変数を胸囲のみとした場 y (体重、 kg) =3.4088X (胸囲、 cm)ー 259.01

合の直線回帰分析も行った。計算には、 VAX/VMSの 寄与率 0.78、標準誤差 12.13kg

データ分析システム RS 1を使用した。 ヘレフォード:

[結果]重回帰式に最初に取り入れられた説明変数 y (体重、 kg) =3.3915X (胸閤、伺1)一 255.13

は、アンガスが生時， 1，8，9，12，15，18，21か月齢時で. 寄与率 0.80，標準誤差 12.54kg

h
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33 アンガスおよびヘレフォード雄牛の発育様相

0田村千秋・藤川 朗・宝寄山裕直*・荘司 勇・森本逮美・裏 悦次(道立新得畜試、寧滝川畜試)

〔目的〕アンガスおよびヘレフォードは、新得畜試と 増加が認められた.従ってとれらの形貨を中心に、現

十勝種畜牧場を中心に体型の大型化と産肉性の向上が 在の栂準発育値の改訂が必要と考えられた。

追求されてきた。その結果、各形質の飽力も向上して 2 .アンガスの体高、胸囲、胸深はヘレフォードより

きたと捻測される。そとで今回は、両品種の最近の体 大きく、尻長、腰角崎、覚帽については逆にヘレフォ

尺測定値をとりまとめ、従来の標準発育値と比較する ードの方がやや上まわっていた.その他の形質につい

とともに発育様相についての調査を行った. ては大差はなかった.

〔方法〕道立新得畜試において 1983年から 1988年にか 3 .今回調査した体尺値から得られた発育率を、標準

けて生産・飼育された雄牛(アンガス 340頭、ヘレフ 発育値から算出した数値と比較してみると、体重の発

オード 349頭)の体尺測定値を発育記録として用いた. 育率の減少が顕著であった.とれは、標準値に比べて

飼養管理は、両品種とも同ーであった.生時の体尺健 生時体重が増加したためと考えられる.他にアンガス

に対する各月齢の体尺値の比から、発育率を算出した. では尻長、腰角幡、座骨帽、ヘレフォードでは胸輔、

発育率は、 20カ月齢まで飼育された個体について翻査 寛幡、座骨帽で発育率の減少がみられた.

した o 4.今回得られた24カ月齢以降の発育率は、商品種と

〔結果) 1.体高、十字部商は、商品種とも標準発育 も体高、十字部高が小さな値であった.発育率の大き

値より増加し、大型化が進んだととを示している. 12 な形質は、アンガスでは胸幡、腰角帽で、ヘレフォー

カ月齢の体高は、アンガスで 120CIII，ヘレフォードでは1 ドでは胸輔、腰角帽、座骨帽であった.品種間で最も

19c圃に逮し、標準値との差は約 5c.であった4アンガ 発育率に差がみられた形質は座骨 I隔であった。

スの尻長、ヘレフォードの胸深についても欄準値より

34 肉用牛の成長に伴う筋肉タンパク質の変化 I筋原線維性タンパク買について

日服部昭仁、中村富美男、近藤誠司、小竹蒜訓央、大杉次男(北大・農)

[目的]動物の成長に伴う食肉としての筋肉の変化

は、午では産肉量や肉質の一般的特質について生産

方式の違いなどから検討されてきたが、その品質を

筋原線維や結合組織の変化として検討した研究はほ

とんどない。本研究では、加齢に伴う食肉の物性変

化を筋肉中のタンパク賀、特に筋原線維のコネクチ

ンおよびネプリンの変化から検討した。

[方法]①供試牛;北海道大学農学部付属牧場にお

いて 2夏 1冬方式で飼育されているへレフォード種

肉用去勢牛の初生子牛(3日齢、雄)、離乳子牛(

6カ月齢)、育成牛(18カ月齢)および肥育牛(23 

カ月齢)各 1頭を供試した。②一般分析;筋肉中の

水分および脂肪含量は重量分析により、タンパク質

量はbiuret法により測定した。生理的食塩水可溶性

タンパク質を筋しょう画分とし、 また 555n皿における

吸光度により肉色(ミオグロビン含量)を測定した。

@物性の測定;と殺解体後背肉(サーロイン)とも

も肉(うちもも)を採取し、 1週間 4.Cに貯蔵した。

線維方向に対して垂直な切断応力をレオメーターで

測定し、前断力価とした。④筋原線維タンパク質コ

ネクチンとネプリン量の測定;と殺直後の背肉を直

ちに SD S処理し、可溶化した。 SDSーポリアグリル

アミド (2 %)・アガロース (0.5%)混合スラプ

ゲル電気泳動像のデンシトグラムから、全筋肉タン

パク買に含まれる割合を算出した。

[結果]①牛の成長・加齢に伴い肉色(赤)は強く

なり、水分含量は低下し、もも肉中の脂肪含量は肥

育により急増した。②筋肉の単位湿重量当りに含ま

れるタンパク質量は 23カ月齢まで増えつづけたが、

筋原線維性タンパク質の占める割合は変化しなかっ

た。@18カ月齢までは予の成長・加齢に伴い、背、

もも肉共に硬くなったが、 5カ月間の肥i育を行った

23カ月，齢牛では 6カ月齢牛よりも軟らかくなった。

④筋原線維構造タンパク質であるコネクチンとネプ

リンの全筋肉タンパク質に対する割合は、食肉の物

性の変化に一致した変化を示した。
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35 肉用午の成長に伴う筋肉タンパク質の変化 H結合組織性タンパク質について

也中村富美男、服部昭仁、近藤誠司、小竹森訓央、大杉次男(北大・農)

[目的]動物の成長に伴う食肉としての筋肉の変化 もの肉片より凍結横断切片(10μm) を作成し、ごれ

は、牛では産肉量や肉質の一般的特質について生産 に I、 IIIおよび N型コラーゲンに対する各特異抗血

方式の遭いなどから検討されてきたが、その品質を 滑を第一抗体とする間接蛍光抗体法を施し、蛍光顕

筋原線維や結合組織の変化として検討した研究はほ 微鏡下で観察した。

とんどない。本研究では、加齢に伴う食肉の変化を [結果]①単位湿重量の筋肉に含まれている総コラ

筋肉内結合組織のコラーゲンについて免疫組織化学 ーゲン量は、総タンパク質量とは逆に、牛の成長・

と加熱溶解性から検討した。 加齢とともに減少した。総じて、もも肉中のコラー

[方法]①供試牛;北海道大学農学部付属牧場にお ゲン含量が背肉よりも高かった。@背肉コラーゲン

いて 2夏 1冬方式で飼育されているへレフォード種 の加熱溶解性は、成長に伴って減少したが、もも肉

肉用去勢牛の初生子牛(3日齢、雄)、離乳子牛( においては、 18カ月齢よりも 23カ月齢牛が高い加熱

6カ月齢)、育成牛(18カ月齢)および肥育牛(23 溶解性を示し、食肉の物性変化に対応した変化を示

カ月齢)各 l頭を供試した。②筋肉内コラーゲンの した。@このごとは SDS回 PAGEでは、 I型コラーゲン

加熱溶解性;と殺解体後液体窒素中に保存した背肉 のバンド像として確認された。④筋肉膜で固まれる

(サーロイン)ともも肉(うちもも)を細，砕し、 4 一次筋線維束は 6カ月齢までは急速に、その後は徐

倍量の 25%リンガ -1直を加え、ホモジナイズした。 々に太くなった。⑤ I型コラーゲン抗血清は誕生直

懸濁液を 770Cで 70分間処理し、遠心分離により得ら 後の筋周膜とは強〈反応し、筋内膜とはほとんど反

れる上澄漉を加熱溶解画分とした。タンパク質量、 応しないが、加齢・成長に伴い反応性が治加した。

Hydroxyproline量を測定し、 SDS-PAGEを行った。@ @血型コラーゲンは筋内膜と周膜に、 N型コラーゲ

免疫組織化学; 5 mm角程度に切り取った背およびも ンは筋内膜に局在していた。

36 包装牛肉における加圧ドリップの動態

0三浦弘之、立川浩史、三上正幸(帯畜大・保蔵)

1 .目的，食肉を長期間冷却冷蔵したり、流通過程 が生じた牛肉と、生じなかった牛肉、真空包装の真

においてしばしば生成するドリップの問題は、経済 空度をかえた牛肉などについて加圧ドリップの動態

的な損失ばかりでなく、風味成分の流出などによつ を調べた.

て肉質そのものに劣化をきたすので重要な課題であ 3.結果，流通時に見かけ上のドリップが多い牛肉

る。食肉に含まれる水は、熱力学的な運動が自由な はドリップの少い牛肉に較べて加圧ドリップは少く

自由水と食肉の構成成分、例えばタンパク質や炭水 自然流出によって出つくしていることが判った。

化物に結合して束縛されている結合水にわけられる 真空包装の程度による加圧ドリップの差は、真空

が、物理的にはその境界域は判っきりしていない。 度5および2.6の聞では有意の差はないが、閣王

先に牛細切肉に500g加圧を行った場合、加圧時 包装との聞に差異が認められ、包装後|週固までで

聞を長くすると自由水の遊離量が直線的に増加する あれば常圧包装の方が加圧ドリップは少いが、 3週

が50分以上の加圧ではほとんど変らなくなること 閉経過すると真空包装と常圧包装の加圧ドリップ量

を利用して、種々の条件下にある牛肉、羊肉の保水 に差異がなくなり、 5週間経過すると逆に常圧包装

性を比較したが 1 )、今回の実験では加圧力をあげ 牛肉の加圧ドリップは多くなった。このことは、真

加圧時聞を短かくして加圧ドリップの動態を調べお 空包装という物理的負荷によるところが大きい。

2.方法，細切牛肉試料 Igを精秤し、漏紙6枚で 1 )三浦弘之他，日畜北海道支部会報，三♀， 1 

はさんで5、 10、 15、20、25および30惚 ( 1 987  ) 

の加圧を正確に l分聞かけ、漏紙に吸着した水分を

測定するという方法で、流通時に見かけ上ドリップ

nδ 
円

δ


